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アルベルゴ・ディフーゾで地域の未来を拓く

令和6年 11月 12日

上山 康博
株式会社百戦錬磨 代表取締役CEO /

一般社団法人 日本ファームステイ協会 代表理事 /

一般社団法人 アルベルゴディフーゾ・インターナショナル極東支部 代表理事 / 

一般社団法人 住宅宿泊協会 代表理事

第14回ぎふグリーンツーリズムネットワーク大会 in 揖斐川町 基調講演
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本日の講演内容

1．自己紹介および株式会社百戦錬磨のご紹介

2．農林水産省の「農泊」政策の現状とインバウンド

3．アルベルゴ・ディフーゾと農泊地域の取り組み事例の紹介

Appendix

1．数値で見るアフターコロナにおける観光消費動向
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1．自己紹介および

株式会社百戦錬磨のご紹介

3
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上山康博 自己紹介

上山 康博（かみやま やすひろ）

株式会社百戦錬磨 代表取締役CEO

一般社団法人 日本ファームステイ協会（JPCSA）代表理事

【略歴】

⚫ Klabにて取締役事業本部長を経て、2007年に楽天トラベル入社、執行役員に就任

新規事業担当役員として、様々な新規サービスを立ち上げ2012年に百戦錬磨を設

立、現在に至る

⚫ 観光庁観光産業政策検討会委員等を歴任し、適法に民泊を推進する事業者として

自民党観光立国調査会、内閣官房の規制制度改革分科会等の各種会議に参加

⚫ 現在は日本ファームステイ協会代表理事、住宅宿泊協会代表理事、歴史的資源

を活用した専門家会議構成員等に就任

【現任】

⚫ 株式会社百戦錬磨 代表取締役CEO

⚫ 一般社団法人日本ファームステイ協会（JPCSA）代表理事

⚫ 一般社団法人住宅宿泊協会（JAVR）代表理事

⚫ 一般社団法人アルベルゴ・ディフーゾインターナショナル極東支部代表理事

⚫ 内閣官房歴史的資源を活用した専門家会議構成員

⚫ 農林水産省農泊のあり方検討会委員

⚫ 東北運輸局 観光ビジョン推進東北ブロック戦略会議 構成員
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株式会社百戦錬磨とは

世の中に新たな価値をつくる観光ベンチャー

• 東日本大地震の翌年、2012年宮城県仙台

市にて創業

• 「明確すぎる移動目的の創造」をミッシ

ョンとして、

地域に根差した持続可能な観光による地

域振興を目指す

会社名 株式会社 百戦錬磨

代表者 代表取締役社長 上山 康博

所在地 仙台本社：宮城県仙台市青葉区本町1-5-28

東京オフィス：東京都千代田区外神田2-17-2

資本金 1億１０６３万円

主な事業 ・旅行サービス事業

・地域振興事業

設立年月日 2012年6月19日

主要

加盟団体
日本旅行業協会（JATA）

日本政府観光局（JNTO）

公益社団法人日本観光振興協会

一般社団法人日本ファームステイ協会

一般社団法人住宅宿泊協会 他

許認可 旅行業：東京都知事登録旅行業第2-7498号

連絡先 電話：03-6206-9176

メール：info@hyakuren.org
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株式会社百戦錬磨の「ユニークステイ」予約サイト

旅行予約サイト「STAY JAPAN」 （ https: https://stayjapan.com/ ）

⚫ 「知らない日本に泊まってみよう」をコンセプトに、地域の暮らしに根差した民泊、農泊、城泊、

寺泊など個性豊かなユニークステイを扱う旅行予約サイト（OTA：Online Travel Agency）
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STAY JAPAN のコンテンツ

⚫ 一般の旅行サイトでは扱っていない地域の暮らしに根差した民泊、農泊、寺泊、城泊など

約1,500弱*の個性豊かな宿泊施設が特徴

古民家泊（富山県南砺市） 農泊（秋田県仙北市） 寺泊（広島県広島市） 郷土料理泊（岩手県一関市）

寺泊（山口県長門市） ホームステイ民泊（沖縄県国頭郡） 農泊（徳島県美馬市） 古民家泊（福島県二本松市）

農泊（広島県庄原市） 里山泊（宮城県伊具郡） 漁師泊（岩手県久慈市） 別荘泊（宮城県刈田郡）

STAY JAPAN https://stayjapan.com/

*公開施設のみ。コロナ禍を経て、ホームステイ型（農家民宿）は休業から廃業したものもある。現在再稼働の可能性について個別に連絡中。
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株式会社百戦錬磨の集客・ネット運用代行サービス

⚫集客/販売代行＋運営サポートサービス

• インターネット集客/販売代行

オーナーの運営形態に合
わせて、STAY JAPAN他、
様々な予約サイトを活用
し、予約と売上の最大化
を目指します。

様々な経路で入ってきた予
約申し込みを一元管理し、
ダブルブッキング（重複予
約）を防ぎます。

旅行者からの様々な問合
せ・メッセージに対して、
多言語で対応します。
（口コミ・レビューにも
対応)

様々なサイトを
活用した集客/販売

予約スケジュール管理
問い合わせ対応

(多言語)

オーナー様の希望や旅行
者ニーズを踏まえ、体験
商品づくりをアドバイス、
サポートいたします。

体験商品メニュー
開発アドバイス

農泊や民泊、宿泊施設運営
に精通したコンシェルジュ
が、オーナー様と二人三脚
で並走します。

オーナー様,旅行者様双方に対
応した安心の民泊保険です。
引受保険会社：
東京海上日動火災保険

オーナー様の要望に
応じたハウスルールを作
成しプレゼント。

安心の専任担当制 安心の民泊保険
ハウスルール
プレゼント

• 安心の運営サポート

売上報告
（レポーティング）

毎月の販売状況・売上をオ
ーナー様に、レポート形式
でご報告いたします。

『集客コンシェルジュ』詳細メニュー

1

2

• 予約サイトの運用を完全代行します

• パソコン操作などの面倒な作業はお任せください

• 外国人旅行者を希望される方向けに外国語も対応

• 専任コンシェルジュが、お電話でいつでもご相談承ります

• 集客のアドバイスや旅行者受入サポートもお電話で行います
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ジャパンツーリズムアワード最高賞「国土交通大臣賞」受賞

• 当社の農泊の取り組みが、観光旅行業界における最大の

祭典、2019年第5回ジャパンツーリズムアワードで最高賞

となる「国土交通大臣賞」を受賞

（観光旅行業界の「アカデミー賞」的位置づけ）

【国土交通大臣賞（旧・大賞）】

➢ 団体名：百戦錬磨（国内・訪日領域ビジネス部門）

➢ 取組名：農泊と世界をつなぐ地域活性化サービス

➢ 授賞理由：

訪日客を対象にした新しい宿泊スタイルの提案。

農家など外国人の受け入れに不安のある施設の課題

解決にきめ細かく対応する取り組みは先駆的かつ

発展性が高く、地方へのインバウンド誘致の切り札

になることが期待される
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地域振興事業 ①

地域振興事業
⚫ 国や地域自治体・団体、民間企業と連携し、農泊や城泊などユニークステイを活用した地域振

興を行う

ユニークステイの
開発・プロデュース

平戸城城泊プロジェクト
【顧客】長崎県平戸市 (令和元年度)
• 日本初の城泊開業支援。長崎県平戸

城の宿泊施設化に向けた改修・総合
プロデュース業務
（＊関係会社のKesshaが受託）

ユニークステイを活用した
動画プロモーション

農泊プロモーション事業 [4,000万円]
【顧客】農林水産省（令和3年度）
• 国内向けに「農泊」の認知向上・需要喚

起に向け、インフルエンサーを起用した
動画プロモーション実施

ユニーステイの
予約サイト登録

農泊OTA登録事業 [５,100万円]
【顧客】農林水産省（令和2年度）
• 農泊地域の宿泊食事及び体験コンテ

ンツ等のオンライン予約サイト
（OTA）への登録支援
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2．農林水産省の「農泊」政策の現状と

インバウンド

11
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農泊の展開が地域の課題を解決する
（農林水産省発表資料より）
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収益を生み出す地域資源を活かした「高付加価値化」
（農林水産省発表資料より）
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「農泊」でも重視されるインバウンド需要
Mission

（農林水産省発表資料より）
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【参考資料】ヨーロッパの農泊規模

出所：農林水産省（2015）平成26年度食料・農業・農村白書より

欧州では「農泊（農村観光、田園観光）」が定着
1. ドイツ、フランスでは個人旅行者を中心に、年間宿泊数、約2,500万～3,000万泊
2. ヨーロッパにおいてはアグリツーリズム後発のイタリアでも、1,000万泊以上
3. イタリアでは外国人比率44%

項目 ドイツ フランス イタリア

1 農家民宿の箇所数 約16,000ヶ所（*1） 約60,000ヶ所（*5） 18,121ヶ所（*7）

2 年間宿泊数 約2,440万泊（*2） 約2,870万泊（*6） 約1,080万泊（*7）

3 直接消費額 約1,400億円（*3） 約840億円（*6） 約1,001億円（*8）

4 外国人比率 不明（*4） 13％（*6） 44％（*7）

5 主なネットワーク組織

• ドイツ連邦農家民宿および田園ツーリ
ズム事業協会(BAG)と、その下部組織
「農家で休暇を」連盟

• ドイツ農業協会(DLG)

• ジット･ド･フランス全国連盟
• ようこそ農家へ(ビアンヴニュ･ア･ラ･
フェルム)

• 農家のおもてなし(アキュイユ･ペイザ
ン)

• アグリツーリスト
• テラノストラ
• ツーリズモ・ヴェルデ

*1 2008年農家民宿数をBAG加盟社数から推計
*2 2011年ドイツ内の14才以上のドイツ語話者のみ
*3 2011年ドイツ内の14才以上のドイツ語話者のみによる農家･農村での休暇全体の消費額
*4農家･農村民宿の予約･検索サイトでは外国語未対応のため、小さいと推測される
*5 2015年ジット･ド･フランス加盟者数
*6 2014年ジット･ド･フランス加盟民宿のみ
*7 2014年農家民宿のみ
*8 2002年アグリツーリスト加盟民宿のみ
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「農泊体験」がインバウンドの関心2位に

◼ 【関心】日本でお金を払って最も体験・利用したいものは、「庶民的な和食レストラン」（41.4％）。一部の

国・地域では日本独自の観光資源が支持された。
◼ 今後の来日時にお金を払って体験・利用したいものについて「庶民的な和食レストラン」（41.4％）、「農泊体験」（40.0％）、「新幹線」

（37.3％）、「高級な和食レストラン」（36.3％）、「日本の伝統工芸品の購入」（35.9％）などの選択率が高い。また国・地域別では「日

本オリジナルのコンビニ食品」「日本製のスナック菓子」なども一部の国・地域で支持されており、訪日観光における多様な興味関心が明

らかになった。【図表5・6】

（株式会社電通 発表：ジャパンブランド調査2024より）
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訪日客の「地方への訪問」意向は90%超え

訪日客の「地方への訪問」意向は90%超え、一方で経験率は10%以下

出典：日本交通公社（JTBF）、日本政策投資銀行（DBJ）との共同レポート「DBJ・JTBFアジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」より



18
®MAFF「農泊」は農林水産省の許諾を得て使用しています。
参考：https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/nouhakusuishin/syouhyou.html

無断で転載・コピーは固くお断りいたします。Copyright © 日本ファームステイ協会 All Rights Reserved.
18

インバウンドの地方部の「体験」実施傾向

地方部での体験実施の傾向を見ると、実施割合が最も高いのは「雪景色鑑賞」、

次いで、「アクティビティを楽しむこと」、「自然や風景の見物」と自然資源を

活用した活動が続く

出典：日本交通公社（JTBF）、日本政策投資銀行（DBJ）との共同レポート「DBJ・JTBFアジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」より
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インバウンドの旅行意思決定における円安の影響

訪日旅行経験者のうち訪日旅行の決定に円安が影響した人は36%。

出典：日本交通公社（JTBF）、日本政策投資銀行（DBJ）との共同レポート「DBJ・JTBFアジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024年度版」より
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農泊推進実行計画と農泊プラットフォーム
（農林水産省発表資料より）
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日本ファームステイ協会 R7年度に向け農泊プラットフォーム構築
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3．アルベルゴ・ディフーゾと

農泊地域の取り組み事例の紹介
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事例1 地域一帯で取り組む

アルベルゴ・ディフーゾ
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アルベルゴ・ディフーゾ創設者 ジャンカルロ・ダッラーラ氏

ジャンカルロ・ダッラーラ(Giancarlo Dall’ara)

アルベルゴ・ディフーゾインターナショナル会長。
元ペルージャ大学教授。イタリアの観光、地域開発の
コンサルタントを行う。地震をきっかけに過疎化が進
行し、空き家が増えてしまったイタリアのフリウリ地
区の活性化のために、空き家を活用した宿泊モデルを
考案。独自のおもてなしのモデルとして、アルベルゴ
・ディフーゾを提案、アルベルゴ・ディフーゾ協会を
設立し、その会長を務める。

はじめに

1980年代初頭から、新たな建物を建てることのない「建

てないホ テル（Albeghi che non si costruiscono）」

に注目し、現在 の「アルベルゴ・ディフーゾ（Albergo 

diffuso）」のモデルを定義 するまでには数年の歳月を要

しました。そして、私が考案したアルベ ルゴ・ディフーゾ

（AD）は、オリジナルでユニークなホスピタリティ（お

もてな し）のモデルとして定着し、イタリアを中心に多く

の成功事例を生み出してきました。

ADを定義するにあたって、私は日本の旅館との出会いに

強く魅了されました。旅館という宿泊モデルは当時ヨーロ

ッパで一般的だった、均質化を基本とする“アメリカンス

タンダード”ともいうべき宿泊モデルとは全く異なるもの

だったのです。旅館は、均質化を基本とせず、それぞれに

異なる構造を持ち、地域や歴史に根差した「おもてなし」

をするものでした。

日本においてADに興味を持ってくださっている皆さんに、

ADとは何かについて、これまで私が考えてきたADのエッ

センスによって、少しでも多くの方々にアルベルゴ・ディ

フーゾの魅力を知っていただければと思っています。

2022年12月

ジャンカルロ・ダッラーラ
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アルベルゴ・ディフーゾの要件

アルベルゴ・ディフーゾ（AD）の最大の特徴は、ADを構成する客室が地域の住民が住んでいる家の中にあることで、ホテル

やリゾート、アグリツーリズムなど、よく知られている“ホスピタリティ（おもてなし）”とは異なる考え方です。ゲストが、

一時的とはいえ地域の住民になったような気分を味わうことができるということです。こ れは以下の３つのことを同時に行う

ことで実現します。

１ 新たに建物を建てることなく既存の施設を活用することで、村や歴史的な中心地をゆがめることなく、地域の観光を発展させることです。

２ ADが、既存の家屋をネットワーク化することで作られる「ホテル」であるということです。ネットワーク化された家屋の１棟はレセプショ
ンとしての機能を果たし、ゲストがまず訪れて、鍵を受け取ったり、ホストとのコミュニケーションをとったりする場所となります。そし
て、その他の家屋はゲストが宿泊するための客室となります。

３ ADが一般的なホテルと同様に、すべてのゲストがルームクリーニングや朝食のサービスなどを利用することができるということです。

＜ADの要件＞

経営形態
ひとつの事業者が一括して経営・管理すること。

地域
活気あるコミュニティづくりに寄与する存在であるこ
と。地域が無人であってはならない。

おもてなしの
クオリティ

プロフェッショナルで心がこもったサービスを提
供すること。 環境

ありのままの環境があること。地域の文化と融合させ
ること。

建物と地域
の規定

既存の建物を再利用する。また、それは以前から人
が暮らしてきた村や町にあること。 認識性

はっきりとしたアイデンティティと、サービスの質が
常に安定していること。

施設
食事をする場所、レセプション、共有スペース、
バーコーナー等があること。 地域性

地域や地域の文化と一体化した経営であること。

建物間の
距離

建物間は、ゲストの移動が負担にならない距離にあ
ること。レセプションと客 室は200m以内を目安と
する。 連帯感

ADとしての誇りと、他のADとの連携意識を持って活
動すること。
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アルベルゴディフーゾモデル（Key for success）

既存宿泊施設利活用宿泊施設
（空き家活用）

飲食店
(レストラン)

貸し農園/
農業体験

産直/
ショップ

体験/
アクティビティ

観光資源/
歴史文化遺産

来訪客/再来訪者

中核施設＝レセプション＝地域のゲートウエイ

※中心施設がレストランや ショッ プ或はその複合施設が理想的

地域内中核組織 （DMO / DMC / 観光団体等）

※コンセプト実現の為に、活動を展開

観光 DX
（共通PMS）

フィンテック
（地域通貨）

MaaS
（地域交通）

【New Business】 【New Business】

【New Business】

EC
（産直頒布会）

【New Business】

【Promotion】
【PR】

（国内旅行者/インバウンド旅行者）

地域内行政（自治体）

■地域特性（＝地域課題）に合致した【コンセプト構築】が重要
■既存施設（有休資産含む）を利活用した、旅行者への多様な滞在環境整備が重要
■地域特性（＝地域課題）により、目指すべきコンセプト（AD/OD/ADT等）、運営形態、進め方は様々
■多様な滞在環境の構築は、潜在的顧客の掘り起こしや、継続的な来訪目的となり、プロモーションの核となる
■目指すべきコンセプトを実現する為に、継続・推進する「中核組織」が重要となる
■コンセプトに基づく「統一イメージ、サービス」を推進し、地域経済活性化の為に、New Businessを開発・推進
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日本の認定地域（２０２２年１２月現在）

岩手県八幡平市
（温泉郷エリア
）

宮城県蔵王町

山梨県身延町

岡山県矢掛町

長崎県平戸市

AD

ADスタートアップ

ODスタートアップ

ADTスタートアップ

認証タイプ 市町村名 認証先

AD 岡山県矢掛町 矢掛屋INN&SUITES

ADスタート

アップ

宮城県蔵王町 蔵王農泊振興協議会

山梨県身延町 鶴林精舎

ODスタートアップ 岩手県八幡平市
（温泉郷エリア） 株式会社八幡平DMO

ADTスタートアップ 長崎県平戸市 平戸市
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イタリアのアルベルゴ・ディフーゾ

28
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（1）

農林水産省資料より

イタリアにおける有機農業、アグリツーリズモ、アルベルゴディフーゾ（AD）に

よる農村振興の取り組みを調査し、特にADの可能性を検討
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（2）

農林水産省資料より

アルベルゴディフーゾ ロコロトンド①
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（3）

農林水産省資料より

アルベルゴディフーゾ ロコロトンド②
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（4）

農林水産省資料より

アルベルゴディフーゾ ロコロトンド③
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（5）

農林水産省資料より

アルベルゴディフーゾ ボルゴトゥーフィ①
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（6）

農林水産省資料より

アルベルゴディフーゾ ボルゴトゥーフィ②
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（7）

農林水産省資料より

アルベルゴディフーゾ ボルゴトゥーフィ③
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【イタリア視察】アルベルゴディフーゾ（8）

農林水産省資料より

アルベルゴディフーゾ ボルゴトゥーフィ④
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事例2 長崎県平戸市

アルベルゴ・ディフーゾタウン
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平戸市 アルベルゴ・ディフーゾタウンの取組（1）

平戸＝分散型ホテルへ（アルベルゴ・ディフーゾタウンの推進）

平戸が強みとする歴史・食・自然を体験型コンテンツに磨き上げ

るとともに、アルベルゴ・ディフーゾタウン（分散型ホテル構

想）を実現し、各エリアが面となって観光まちづくり推進するこ

とで、長期滞在型観光地を実現する。

アルベルゴ・ディフーゾタウンの将来像
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平戸市 アルベルゴ・ディフーゾタウンの取組（2）
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平戸市 アルベルゴ・ディフーゾタウンの取組（3）
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事例3 イタリア アグリツーリズモ

栃木県大田原市 大田原ツーリズム
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イタリア アグリツーリズモとは

項目 内容

目的・定義
農業振興と農家所得の向上を図
ることを目的とした、農業従事
者が行う観光事業

歴史的背景

①1960年代において農業を守
るため、田舎から都市への人
口流出抑止と景観保全に端を
発し地域で自発的に展開
②1985年にイタリア共和国法
として整備

条件

①アグリツーリズモに取り組
むためには農業を営むことが
必須
②農業従事時間に応じて規模
が決まる

メリット
アグリツーリズモは農業所得と
して扱われ、税の優遇措置があ
る

農業生産高の増加 耕作放棄地の解消

不動産価値上昇

人口流入

農業者所得向上

地域活性化

アグリツーリズモが農村にもたらす大きな効果

農業生産と農村観光がセットになることで・・

欧州で人気。担い手はメリットしかないので実施
するという。2016年トスカーナ地方では、アグリ
ツーリズモ1軒あたり平均 740万円/年の収入
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美しいイタリアのアグリツーリズモ

■美しい街並み ■ワイン用葡萄畑 ■中庭から見える夕日

■プール付きの物件も少なくない ■暖炉のあるダイニング ■スタンダードな寝室 ■ワイン倉庫
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イタリアの農村観光ではワインと食でおもてなし

※2019年7月に、日本ファームステイ協会の視察団にて調査した際、実際にふるまわれたアグリツーリズモの食事

■ブルスケッタ、チーズ、オリーブ ■パスタ ■ビュッフェ形式での提供

■ステーキとマッシュポテト ■Tボーンステーキ ■地元で生産される生ハム ■季節の果物
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大田原ツーリズム inアグリツーリズモ ①
（大田原ツーリズムWebサイトより）
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大田原ツーリズム inアグリツーリズモ ②コンセプト
（大田原ツーリズムWebサイトより）
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大田原ツーリズム inアグリツーリズモ ③体験
（大田原ツーリズムWebサイトより）
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大田原ツーリズム inアグリツーリズモ ④宿
（大田原ツーリズムWebサイトより）
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事例4 岩手県遠野市 遠野山里ネットワーク
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NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク 体制

【一般向け旅行商品の開発 / 旅行商品販売窓口の開業】
• 「遠野旅の産地直売所」を開業。2019年9月より遠野駅近くの営業所にてツアー販売を開始
• 体験民泊･農家民宿･農家レストランや、地域の文化等を生かしたまちぶら･さとぶらなど、様々な観光コンテンツを開発
• コロナ禍においては、オンラインツアー、マイクロツーリズム、地域の暮らし体験、サイクリングツアーなどを商品化

【旅行者】 【遠野旅の産地直売所】
（運営：遠野山里ネット）
グリーン・ツーリズム販売所

・第3種旅行業営業所
・遠野駅前に2019年9月開業
・店舗常駐スタッフ2～3名

【主な業務】
・体験コンテンツ企画造成販売
・ツアー予約や手配、精算業務
・案内及びコーディネート業務
・宿･観光施設･体験施設、農家
などの事業者との関係構築

・受け入れ先の発掘。磨き上げ
・WEBやSNSなどでの情報発信
・プロモーション活動

・オンライン
予約サイト

・旅行代理店

予約
調整
手配
支払

オンラインツアー マイクロツーリズム

サイクリングツアー

コ
ロ
ナ
禍
の
取
り
組
み

電子決済可能

菓子屋でカッパの練
り切り作り等の町場
の商店等でのちょっ
と変わった体験

日帰りの里山での生
活体験やアクティビ
ティメニューを体験

農山村の暮らしぶり
や人との交流を体感
しながら過ごす滞在

まちぶら（25軒）

さとぶら（30軒）

体験民泊・農家民宿（100軒）

農家レストラン(10軒)

郷土料理や旬の食材
による多彩な料理を
提供。ベジタリアン
やビーガンにも対応

教育旅行

視察・研修
└行政
└企業
└大学

国内外旅行者
└個人旅行
└団体旅行

└近隣住民

予約
支払

予約・調整・手配・支払

【主な開発コンテンツ】
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農泊事業の展開（遠野「旅の産直」）

旅行商品を「産直」として設定し、現地に赴いた旅人に着地型商品を提供する、遠野

スタイルの農泊オプショナルツアー（まちぶら、さとぶら）販売所サービスとして結

実しています。

旅の産直店舗では、ユニークな現地通貨「kappa」を使用し決済にも活用。

（遠野山里ネットワークWebサイトより）



52
®MAFF「農泊」は農林水産省の許諾を得て使用しています。
参考：https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/nouhakusuishin/syouhyou.html

無断で転載・コピーは固くお断りいたします。Copyright © 日本ファームステイ協会 All Rights Reserved.
52

事例5 群馬県 ①～STAY JAPANの人気宿の事例 から～



53
®MAFF「農泊」は農林水産省の許諾を得て使用しています。
参考：https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/nouhakusuishin/syouhyou.html

無断で転載・コピーは固くお断りいたします。Copyright © 日本ファームステイ協会 All Rights Reserved.
53

事例5 群馬県 ②人気の宿 古民家 里五郎
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事例5 群馬県 ③古民家 里五郎はこんなところ
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事例5 群馬県 ④農泊体験メニューも充実
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事例5 群馬県 ⑤クチコミは外国からたくさん



57
®MAFF「農泊」は農林水産省の許諾を得て使用しています。
参考：https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/nouhakusuishin/syouhyou.html

無断で転載・コピーは固くお断りいたします。Copyright © 日本ファームステイ協会 All Rights Reserved.
57

事例6 世界農業遺産の農泊

①世界農業遺産を活用した農泊団体の事例：

■静岡の茶草場（ちゃぐさば）農法

世界農業遺産「静岡の茶草場農法」の保全や認定地域の活性化において、現在、茶草場農法の認知度の向上、茶草場農法関連商

品の販売拡大（茶業者の利益が増加すること）、茶草場を維持・管理する人材（労働力）の確保の、主に３つの課題が挙げられ

る。課題を解決する手段の一つとして、令和4年度に各認定地域（市町）の実情にあったモデルツアー２本を企画・実施。この

活動を通じて、地域内で具体的な課題解決につながる取組が進むことが期待される。（HPより）

1．島田市：ー茶の伝統と景観を巡るー「静岡の茶草場農法」実践農家＆茶関連施設ツアー

2．川根本町：【自然と生きる暮らし】天空の茶園ツアー

静岡県掛川市 かけがわ粟ヶ岳山麓農泊推進協議会

協議会HP https://chanosato.net/index.html

茶草場農法応援隊 https://chanosato.net/workation/index.html

茶の道ロングトレイル https://www.chagusaba.jp/contests2020/image/grandprix.pdf

■にし阿波の傾斜地農耕システム にし阿波～剣山・吉野川観光圏協議会

世界が認めた5つのポイント

1．食と暮らしを支える

2．生物と植物の宝庫

3．伝統と自然を守る

4．風土に根付いた文化

5．人と環境が調和した景観

協議会ＨＰ https://nishi-awa.jp/soranosato/

ESD教育旅行商品「そらの郷山里物語」 https://nishi-awa.jp/soranosato/about/

傾斜地農耕システム －斜めで生きる知恵

https://www.chagusaba.jp/
https://chanosato.net/index.html
https://chanosato.net/workation/index.html
https://www.chagusaba.jp/contests2020/image/grandprix.pdf
https://giahs-tokushima.jp/
https://nishi-awa.jp/soranosato/
https://nishi-awa.jp/soranosato/about/
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事例7 移住定住の誘致と合わせた取組

③UターンやIターン者が多い地域の共通点・工夫点

■キーワード：明確な窓口の存在と情報発信、農家民宿を通じたインターンシップ対応が充実

■京都府綾部市

移住立国あやべ https://ijurikkoku.com/

農家民宿の活用 https://ijurikkoku.com/life/tips2/

移住立国の取り組み

1．ここらへんのことつたえ隊

あなたが移住を考えて綾部を訪れたら、せっかくならそこで暮らす人たちの生の声が聴きたくありませんか？「ここらへんのこ

とつたえ隊」に登録したボランティアが、フラッグを自分の店や自宅、さらには田畑にまで掲げて待っています。そのフラッグ

のあるところで気軽に声をかければ、地域のことを教えてもらえます。

2．田楽学校

「田舎を楽しむ学校」のこと。小学校を丸一日借り切って「空き家選びのポイント」「刈払機講座」「チェーンソー講座」など

田舎暮らしに役立つ40コマの授業からお好きなものが受けられる学校を開催します。マルシェもあります！

3．移住立国ホームページ開設

移住立国あやべのホームページでは綾部や移住に関する情報を日々発信！例えば「仕事」「暮らし」「子育て」といったキーワ

ードごとに、あなたにとって必要な情報を得ることが出来ます。ぜひご覧ください！

4．定住支援補助金

単身者、子育て世代から定年退職した世代まで、各世代で移住のカタチは多様化しています。空き家の改修補助金や水源の里集

落へ定住された方への給付金等、ＵＩターンを支援する各種制度を設けています！

5．空き家バンク＋(プラス)

綾部市の「空き家バンク」はネットで空き家探しができる仕組み。そこに「家の周りの風景」や「そこに暮らす人の顔」、「地

域のイベント」などの情報を写真やムービー、テキストでどんどんプラスしていきます。

https://ijurikkoku.com/
https://ijurikkoku.com/life/tips2/
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事例8 宮城県蔵王町：別荘の農泊活用による地域活性化

別荘の未利用期間を、農泊に転用し収益化
⇨ リゾートエリアの自然景観や風情が、国内外の観光客に人気、ワーケーションにも
⇨ 農泊の収益で、管理費をまかなうだけでなく、リフォーム/追加設備投資を行う

200,000円

50,000円

50,000円

95,000円

5,000円

5,000円

管理費
▼

▲
宿泊売上

委託費

清掃費

オーナー様
手残り

宿泊活用によるメリット
・維持費／メンテナンス費の補填
・リフォーム、追加設備投資費用の捻出

（エアコンの導入等）
・定期的な利用による施設の長期寿命化

農泊実施前

月間収支 -5,000円

▲

農泊実施後

月間収支 +95,000円

管理費

• オーナーの未利用
期間を農泊に転用

• 運営は百戦錬磨と
現地別荘管理会社
で実施

• 住宅宿泊事業法
(民泊新法)[年間
180日上限]及び旅
館業法簡易宿所に
て届出、登録

• コロナ禍において
も平均稼働率は８
割前後

+

別荘の農泊転用
具体事例
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アドベンチャーツーリズム
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アドベンチャーツーリズム ①

アドベンチャーツーリズムの国際機関であるアドベンチャー・トラベル・トレード・アソシエー
ション（ATTA）は、アドベンチャーツーリズムを「自然」・
「アクティビティ」・「異文化体験」の要素のうち、2つ以上で
構成される旅行・観光と定義している。

類型的（アクティビティ）には、「ソフト」・「ハード」・「専門」の
3つがあり、教育体験や異文化体験、ヨガなど幅広いアクティビティが
定義に含まれる。
また、アドベンチャーツーリズムの概念で重要な点が、観光による経済
効果だけでなく、産業の多様化を結びつける役割があり、自然の枯渇、
地球温暖化による気候変動などの環境問題にも対応する視点がある。

（観光産業ニュース「トラベルボイス」より）

自然をテーマにした観光
としては「エコツーリズ
ム」や「グリーンツーリ
ズム」が知られているが、
アドベンチャーツーリズ
ムにはアクティビティや
異文化体験が組み込まれ、
「学び」よりも「楽し
み」を重視したレジャー
性の高さが特徴である。
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アドベンチャーツーリズム ②
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アドベンチャーツーリズムのイメージ

都会型ツーリズムとは異なる豊かな自然を楽しむツーリズムが人気。前ページの通り、ハードな
ものからソフトなものまで幅広い。
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Appendix
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1．数値で見るアフターコロナにおける

観光消費動向

65
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リベンジ消費が進む国内旅行
Mission

（国土交通省発表資料より）
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堅調に推移するインバウンドの回復（旅行者数）
Mission

（国土交通省発表資料より）
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直近のインバウンド一人当たり旅行支出
（観光庁発表資料より）



69
®MAFF「農泊」は農林水産省の許諾を得て使用しています。
参考：https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/nouhakusuishin/syouhyou.html

無断で転載・コピーは固くお断りいたします。Copyright © 日本ファームステイ協会 All Rights Reserved.
69

直近の国別、地域別の消費額（2024年7月～9月期）
（観光庁発表資料より）
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Thank You

ご静聴ありがとうございました。
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